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２
０
０
９
年
１
０
月
に
「
時
給

制
契
約
社
員
等
の
給
与
制
度
」
の

改
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
、
①
地
域
別
基
準
額
を
都
道

府
県
別
に
定
め
る
。
②
基
本
給
は

地
域
最
賃
（
１
０
円
単
位
は
切
り

上
げ
）
＋
２
０
円
（
付
加
額
）
＋

加
算
額
（
外
務
は
１
３
０
円
、
内

務
は
適
用
外
）
と
す
る
。
③
地
域

最
賃
の
改
定
が
行
わ
れ
た
と
き

は
、
改
定
額
に
相
当
す
る
額
（
１

０
円
単
位
に
引
き
上
げ
）
だ
け
基

本
給
の
下
限
額
を
引
上
げ
る
、
と

い
う
も
の
で
す
。 

 
 

 
 

東
京
の
事
業
会
社
で
は
外
務

で
は
８
５
０
円
（
地
域
最
賃
額
）

＋
２
０
円
＋
１
３
０
円
＝
１
０

０
０
円
が
基
本
給
と
な
り
、
こ
れ

ま
で
の
採
用
時
の
基
本
給
と
同

額
の
た
め
時
給
ア
ッ
プ
と
は
な

り
ま
せ
ん
が
、
内
務
は
８
７
０
円

と
な
り
、
１
０
円
の
時
給
ア
ッ
プ

と
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
非
正
規

労
働
者
の
基
本
賃
金
は
こ
の
基

本
給
と
加
算
給
（
基
礎
評
価
給
＋

資
格
給
）
の
合
計
額
に
な
り
ま

す
。 

  
 

今
年
度
の
最
賃
改
定
額
の
最

も
大
き
な
特
徴
は
中
央
審
議
会

が
答
申
し
た
「
目
安
」
で
あ
る
７

円
に
対
し
て
、
地
方
審
議
会
が
そ

の
額
を
大
幅
に
上
回
る
平
均
１

２
円
を
提
示
し 

た
こ
と
で
す
。 

東
京
の
最
賃 

は
生
活
保
護 

費
を
下
回
る
も
の
で
あ
り
、
大
い

に
不
満
で
は
あ
る
も
の
の
、
１
３

円
の
引
き
上
げ
は
全
労
連
を
は

じ
め
と
す
る
労
働
組
合
の
署
名
、

要
請
、
座
り
込
み
行
動
な
ど
の
具

体
的
な
取
り
組
み
の
力
が
大
き

く
作
用
し
た
も
の
で
す
。 

 

 
  

郵
政
に
お
い
て
も
郵
政
産
業

ユ
ニ
オ
ン
は
８
月
１
０
日
に
「
全

国
ど
こ
で
も
１
２
０
０
円
以
上
」

な
ど
を
内
容
と
す
る
最
賃
引
上

げ
に
関
す
る
要
求
書
を
提
出
し

ま
し
た
。
ま
た
、
春
闘
時
に
も
賃

金
引
上
げ
要
求
を
行
い
、
交
渉
と

ス
ト
ラ
イ
キ
を
軸
と
し
た
闘
い

も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
郵
政

産
業
ユ
ニ
オ
ン
は
非
正
規
労
働

者
の
処
遇
改
善
、
〝
人
間
ら
し
く

生
活
で
き
る
賃
金
〟
の
獲
得
を

め
ざ
し
て
さ
ら
に
取
り
組
み
を

強
化
し
ま
す
。 
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2012 年 9 月 10 日 

郵
政
の
職
場
で
働
く
時
給
制
契
約
社
員
な
ど
の
非
正
規
労
働

者
の
賃
金
に
大
き
く
影
響
す
る
２
０
１
２
年
度
の
全
国
の
最
低

賃
金
の
改
定
額
が
ほ
ぼ
確
定
し
ま
し
た
。
東
京
に
お
け
る
地
域
別

最
賃
は
昨
年
度
よ
り
１
３
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
８
５
０
円
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
改
定
額
が
１
０
月
１
日
か
ら
非
正
規
労
働
者
の
賃

金
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 


